
事 項 夏秋トマトの灌水同時施肥栽培における葉柄の硝酸濃度に応じた窒素追肥

施設栽培では必要以上の肥料成分が施用される傾向にあり、県内の跡地土壌の大部分は

肥料成分が過剰に蓄積している。余分な肥料の施用を防止し、肥料成分の土壌への過剰な

ね ら い 蓄積を軽減するには、生育期間中の栄養状態に応じた施肥管理を行うことが有効である。

夏秋トマトの灌水同時施肥栽培において、葉柄の硝酸濃度による栄養診断を行うことに

よって、収量を確保しながら、窒素成分の施用量や土壌への過剰な蓄積を減らすことがで

きる窒素の追肥法を明らかにしたので、参考に供する。

１ 葉柄の硝酸濃度に応じた窒素の追肥法

下表の方法で窒素の追肥管理を行うと、収量や品質を低下させることなく、窒素成分

指 の施用量や栽培終了後の土壌への残存量を少なくすることができる。
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容 ２ 葉柄の硝酸濃度の測定方法

（１）葉柄は、標準的な生育をしている10株から１本ずつ、計10本採取する。採取部位は

果実肥大期(果実の大きさが４cm程度のとき)の果房直下葉の、中央部にある小葉の葉

柄とする。

（２）採取した葉柄10本から、１本当たり約0.1ｇずつ切り取り(合計１ｇ)、ビニール袋に

入れて、蒸留水49mLを加えてよくつぶす。

（３）ビニール袋中の試料液の硝酸濃度を、小型反射式光度計「ＲＱフレックス」で測定

する。

１ 適切な時期に適切な量の窒素追肥が行われ、高品質なトマトの安定生産が図られる。

期 待 さ れ る 効 果 ２ 余分な窒素追肥が行われず、土壌など環境への負荷や肥料コストを少なくできる。

１ 本試験は、自根の「桃太郎８」を５月下旬に栽植株数227本/aで定植し、主枝一本仕立

利 用 上 の 注 意 事 項 て(８月中旬摘心)で実施した。

２ 小型反射式光度計は、機器の取扱説明書に従って使用する。
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【根拠となった主要な試験結果】


